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1. はじめに 

鋼矢板水路の極度な腐食劣化は水変動領

域で進行し，座屈破壊の誘因となる。多く

の既存施設では，有機系被覆材やコンクリ

ートパネル等を用いた補修工が行われてい

る。補修工の適用から最も古いもので 10 年

程度が経過し，再劣化事例が確認されてい

る 1)。より詳細な現状把握には，現況や補

修後断面のテクスチャ評価が不可欠である。

筆者らの既往研究では，同時正規行列を用

いた可視画像による定量評価を試み，腐食

実態の定量化を可能にした 2)。 
そこで本報告では，LiDAR データを活用

した鋼矢板水路の 3 次元データの検出と評

価による，既設断面と補修後再劣化事例の

精緻な検出を試みた結果を報告する。 
2. 試験方法 

計測対象は，新潟県亀田郷地区に立地す

る山崎排水路と清五郎排水路である。UAV-
LiDAR（ Matrice 350 RTK ，DJI 社および

Zenmuse L1，Livox 社）による点群取得を

実施した。UAV-LiDAR 計測時に 3 秒に 1 
度の間隔で RGB 画像を取得した（図 1）。 
3. 結果および考察 

実証的検討の結果，既存施設の一部の区

間では孔食による大規模な開孔と座屈破壊

が確認された（図 2）。補修工法を施した区

間では，補修材の再劣化が確認された（図

3）。LiDAR データによるテクスチャ評価を

試みた。RGB 特性とレーザーの反射強度に

関する詳細を図 4 に示す。コンクリート矢
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図 1 UAV-LiDAR による計測状況 

 

図 2 既設軽量鋼矢板の孔食 

 

(a) 無機系被覆材 

 

（b）有機系被覆材 

図 3 補修材の再劣化 
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板による更新部位と既設鋼矢板との断面変

化部位を明確にでき，断面構造の相違を検

出することが可能であることが明らかにな

った（図 5）。点群密度は約 3 ㎝ピッチであ

ったことから，より詳細な分析にはデータ

取得方法を検討する必要はあるが，簡易か

つ迅速な計測には十分な計測精度が確保で

きているものと推察される。 
4．おわりに 

本研究では，LiDAR データを活用した鋼

矢板水路の 3 次元データの検出と評価によ

る，既設断面と補修後再劣化事例の精緻な

検出を試みた。検討の結果，反射強度指標

などを用いることでテクスチャ評価や断面

構造の検出の精度向上が示唆された。 
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図 4 LiDAR データの RGB 点群と反射強度の特徴 

 

 

(a) コンクリート矢板区間（断面図） 

 
(b) コンクリート矢板区間（上面図） 

 

(c) 鋼矢板区間（断面図） 

 

(d) 鋼矢板区間（上面図） 

図 5 LiDAR データによる断面構造の再生 
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